本邦におけるマダニ類人体寄生例の概観 : 文献的考察(6)ヒト寄生が稀な種類のマダニ刺症例 by 沖野 哲也 et al.
121川崎医学会誌　36（2）：121－126，2010
本邦におけるマダニ類人体寄生例の概観 －文献的考察－
（６）ヒト寄生が稀な種類のマダニ刺症例
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抄録　1942～2005年に本邦で発生したヒト咬着が稀な種類のマダニ人体寄生例の報文を通覧して
疫学的に検討した．症例数は23例（男性９，女性11，性別不明３）で，マダニの種類は６属12種（チ
マダニ属が５種，マダニ属が３種，ヒメダニ属・ウシマダニ属・カクマダニ属・コイタマダニ属が
各１種）および種類不明１である．患者の都道府県別発生数では，富山が４例（17.4％）で最も多
かった．患者は２～10月に発生しており，発生率は５月の22.2％をピークに，66.7％の患者が５～
８月に集中していた．患者の年齢は，１～80歳で，40歳代が25.0％で最も多かった．また，患者
の年齢と性別の関係は，９歳以下の女児・10歳代の男性・40歳代の女性が各15.0％で最も多かった．
虫体の寄生部位は，眼瞼が15.0％で最も多く，次いで脇腹・腰部が各10.0％の順で，体幹部への寄
生が45.0％（９例）を占めていた．患者がマダニの寄生を受けた場所は，高原キャンプ・登山・ハ
イキング・自宅周辺などであった．
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緒　言
　マダニ類の多くは山野に生息し，通常は野生
動物（哺乳類・鳥類・爬虫類など）の体表に咬
着寄生して吸血するが，ヒトがマダニ類の生息
地に立ち入ると，ときに衣服などに付着したも
のがヒトの皮膚に咬着して吸血することがあ
る．本邦に生息するマダニ類は古くから野兎病
をはじめ，ライム病１－３），日本紅斑熱４，５）お
よびバベシア症６，７）などを媒介することがあ
り注目されている．著者らは，2005年までに本
邦で報告されたマダニ類の人体寄生症例に関す
る報文を通覧して疫学的事項について検討して
おり，これまでにヤマトマダニ８，９），タカサゴ
キララマダニ10），フタトゲチマダニとキチマダ
ニ11），シュルツェマダニ12），タネガタマダニと
ヒトツトゲマダニ13）およびカモシカマダニと
アカコッコマダニ14）ついて報告した．本稿では，
これまでに報告されたヒト咬着例が５例以下で
極めて稀な種類のマダニ人体寄生症例について
報告する．
症例報文の検索基準
　前報８－14）と同様に，ヒト寄生が稀な種類の
マダニの人体寄生症例の報文は，主として医学
中央雑誌で検索した．一部の症例は報文中に引
用された症例を参考とした．その際には症例の
記述内容を原著で確かめたのち採用した．症例
は発表年順に整理して一覧表を作成した．各症
例に該当する報文の選択に当たっては，学会等
での講演抄録だけの場合は抄録掲載誌とした
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が，口頭発表後に学会誌その他に発表された場
合は，その論文発表誌を当該症例の文献とした．
また，明らかに同一患者と思われる症例が共同
研究者や他者によって口頭または学会誌に掲載
されている場合は，その患者に関わる最初の症
例報文掲載誌を当該症例の文献とした．
症例のまとめおよび考察
　本邦において，1942～2005年に報告され
たマダニ類人体寄生症例のうち，症例数が
５例以下の極めて稀な種類のマダニ人体寄
生症例は表１に要約した．表示のように，症
例数は23例15－33）であり，マダニの種類は６
属12種で，それらの内訳は，コウモリマルヒ
メ ダ ニ（Argas vespertilionis Kishida, 1927），
オ ウ シ マ ダ ニ（Boophilus microplus Canestrini, 
1888）， タ イ ワ ン カ ク マ ダ ニ（Dermacentor 
taiwanensis Sugimoto, 1936）， ツ リ ガ ネ チ マ
ダ ニ（Haemaphysalis campanulata Warburton, 
1908）， ヤ マ ア ラ シ チ マ ダ ニ（H. hystricis 
Supino, 1897），ヤマトチマダニ（H. japonica 
Warburton, 1908）， ヒ ゲ ナ ガ チ マ ダ ニ（H. 
kitaokai Hoogstraal, 1969），オオトゲチマダニ
（H. megaspinosa Saito, 1969），アサヌママダ
ニ（Ixodes asanumai Kitaoka, 1973），コウモリ
マダニ（I. simplex simplex Neumann, 1906），タ
ヌキマダニ（I. tanuki Saito, 1964），クリイロコ
イタマダニ（Rhipicephalus sanguineus Latreille, 
表１　Human infestation cases with rare tick species reported in Japan  (1942 - 2005)
Case 
No.
Examined 
Date
Patients Lesion sites Authors (year)Age Sex Prefecture
[Argas vespertilionis]
1 1974. 5 43 F Toyama Left abdomen
Kondo et al (1976) 15)2 1975. 5 24 F Toyama Left knee
3 1975. 7 10 M Toyama Left ﬂank
[Boophilus microplus]
1 　?　. ? 44 F Iwate Left upper eyelid Ogawa (1942) 16)
2   ?　. 8 19 M Gunma Eyelid Watanabe (1943) 17)
3 　?　. ? 51 M Iwate Left lower eyelid Ogawa (1948) 18)
4 1975. 8 45 M Osaka Perianal region Ohara (1979) 19)
[Dermacentor taiwanensis]
1 1999. 9 80 F Fukuoka Left interdigit Miyahara et al (2001) 20)
[Dermacentor sp.]
1 1993. 7 70 F Kagawa Right thigh Numahara et al (1994) 21)
[Haemaphysalis campanulata]
1 　?　. ? 71 F Hyogo Left waist Hada et al (1983) 22)
2 1986.10  1 F Shimane Left waist Yazaki et al (1987) 23)
[H. hystricis]
1 　?　. ? ? ? Kochi    ? Saruta et al (2001) 24)
[H. japonica]
1 1975. 6 30 M Aomori Hand Takada et al (1978) 25)
2 　?　. ?  1 M Nagano Left shoulder Horiuchi et al (1987) 26)
[H. kitaokai]
1 1992. 6 54 F Shimane Thorax Yamane et al (1994) 27)
[H. megaspinosa]
1 2000.10 43 M Chiba Flank Tsunoda (2004) 28)
2 2001. 3 31 M Chiba Axilla
[Ixodes asanumai]
1 1987. 2  1 F Saitama Vertex Kawakami et al (1987) 29)
[I. simplex simplex]
1 1981. 5 45 F Hyogo Lower jaw Murakami (1982) 30)
2 1986. 7 ? ? Kochi    ? Suzuki et al (1990) 31)
3 1988. 5 ? ? Kochi    ?
[I. tanuki]
1 1991. 3  5 F Nagasaki Right head Yoneda et al (1992) 32)
[Rhipicephalus sanguineus]
1 1990. 8 14 M Okinawa Ear canal Hika et al (1991) 33)
H.= Haemaphysalis, I.= Ixodes, M = male, F = female
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1964）およびカクマダニの１種（種類未同
定）21）である．
　表１に示す種類別の症例数は，オウシマダニ
が４例（17.4％；男性３，女性１）で最も多く，
次いでコウモリマルヒメダニ・コウモリマダニ
が各３例（13.0％；男性１，女性２・女性１，
性別不明２）で，以下，ツリガネチマダニ・
ヤマトチマダニ・オオトゲチマダニが各２例
（8.7％；女性２・男性２・男性２），タイワン
カクマダニ・ヤマアラシチマダニ・ヒゲナガチ
マダニ・アサヌママダニ・タヌキマダニ・クリ
イロコイタマダニが各１例（4.3％；女性・性
別不明・女性・女性・女性・男性）である．こ
れら12種のうち，山口（1989）34）はアサヌマ
マダニ・ツリガネチママダニ・ヤマトチマダニ・
ヤマアラシチマダニ・クリイロコイタマダニ・
コウモリマルヒメダニ・コウモリマダニなど７
種による人体刺症例12例を総括している．
　地理的発生状況
　表１に示した23症例にみられる患者の発生地
は，中国・四国地方が６例（26.1％）で最も多かっ
た．次いで関東・中部地方が各４例（17.4％），
以下，東北・近畿地方が各３例（13.0％），九
州地方が２例（8.7％），南西諸島が１例（4.3％）
の順で，北海道での症例報告は見当たらなかっ
た．また，都道府県別の患者発生数は，富山・
高知が各３例（13.0％；男性１，女性２・性別
不明３）で最も多く，次いで岩手・千葉・兵庫・
島根が各２例（8.7％；男性１，女性１・男性２・
女性２・女性２），以下，青森・埼玉・群馬・
長野・大阪・香川・福岡・長崎・沖縄が各１例
（4.3％；男性・女性・男性・男性・男性・女性・
女性・女性・男性）である．このように，患者
は，北海道を除く本邦各地で散発的に発生して
いる．
　年次別症例数
　23症例のうち，マダニ咬着年が不明の６症例
を除いた17症例の年次別症例数は，1970年・
1980年・1990年代が各５例（29.4％；男性３，
女性２・女性３，性別不明２・男性１，女性
４）で最も多く，2000～2005年（５年間）は２
例（11.8％；男性２）である．このように年間
平均２名の患者が発生している．
　季節別発生数
　23症例のうち，マダニ咬着月が不明の５症例
を除いた18症例の季節別発生数は，５月が４例
（22.2％；女性３，性別不明１）で最も多く，
次いで７・８月が各３例（16.7％；男性１，女
性１，性別不明１・男性３），以下，３・６・
10月が各２例（11.1％；各男性１，女性１），２・
９月が各１例（5.6％；各女性１）の順で，18
例中12例（66.7％）が５～８月に発生している．
また，マダニの種類別にみた発生状況では，２・
３月はオオトゲチマダニ・アサヌママダニおよ
びタヌキマダニ，５～８月はコウモリマルヒメ
ダニ・コウモリダニ・オウシマダニ・タイワン
カクマダニおよびクリイロコイタマダニ，９・
10月はタイワンカクマダニ・ツリガネチマダニ
およびオオトゲタマダニによる被害が起こって
いる．
　年齢と性別分布
　23症例における患者の年齢は１～80歳で，年
齢不明の３症例を除いた20症例（男性９，女
性11）における患者の年齢は，40歳代が５例
（25.0％；男性２，女性３）で最も多く，次い
で９歳以下が４例（20.0％；男児１，女児３），
以下，10歳代が３例（15.0％；男性３），30歳・
50歳・70歳代が各２例（10.0％；男性２・男性１，
女性１・女性２），20歳・80歳代が各1例（5.0％；
各女性１）であった．また，患者の年齢と性別
の組み合わせでは，9歳以下の女児・10歳代の
男性・40歳代の女性が各３例（15.0％）で最も
多く，次いで，30歳代の男性・40歳代の男性・
70歳代の女性が各２例（10.0％），9歳以下の男
児・20歳代の女性・50歳代の男性と女性・80歳
代の女性が各1例（5.0％）の順であった．この
ように，稀な種類のマダニ寄生患者は20歳以下
と40歳代が20例中12例（60.0％）を占めた．
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　虫体の寄生部位
　23症例のうち，寄生部位の記載がない３症例
を除いた20症例における虫体の寄生部位は，体
幹が９例（45.0％）で最も多く，次いで頭部が
７例（35.0％），四肢が４例（20.0％）であった．
これらの寄生部位をさらに細別して咬着マダニ
の種類を併記すると，眼瞼が３例（15.0％；全
てオウシマダニ）で最も多く，次いで脇腹・腰
部が各２例（10.0％；コウモリマルヒメダニと
オオトゲチマダニ・ツリガネチマダニ），以下，
頭部（タヌキマダニ）・外耳道（クリイロコイ
タマダニ）・頭頂（アサヌママダニ）・下顎部（コ
ウモリマダニ）・肩部（ヤマトチマダニ）・胸部（ヒ
ゲナガチマダニ）・腋窩部（オオトゲチマダニ）・
腹部（コウモリマルヒメダニ）・肛門周囲（オ
ウシマダニ）・手（ヤマトチマダニ）・膝部（コ
ウモリマルヒメダニ）・下腿（カクマダニ属）・
趾間（タイワンカクマダニ）が各１例（5.0％）
などであった．マダニの種類と寄生部位との関
係については，症例数が少ないため明確には示
されなかった．
　マダニ咬症の受傷場所
　患者がマダニ類に咬着された場所について明
記している報文は少ないが，23症例のうち，咬
着場所について記載している５症例では，高原
キャンプ（男性；オウシマダニ）19）・登山（女
性；ヒゲナガチマダニ）27）・奄美大島滞在中（女
児；アサヌママダニ）29）・ハイキング（女性；
コウモリマダニ）30）・自宅周辺（女児；タヌキ
マダニ）32）が各１例（20.0％）である．
　マダニ寄生症例では，患者の治療にまで言及
した報文は極めて少ない．一般には虫体除去
後，寄生部位に通常の虫刺されと同様な皮膚科
的処置が行われているが，前述した感染症が疑
われるマダニ寄生の場合は，患者の治療として
テトラサイクリン系抗生剤の投与が推奨されて
いる35）．
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ABSTRACT  This paper reviewed the significant literature on human infestation with rare hard 
ticks (twelve species belonging to six genera, viz., five of Haemaphysalis, three of Ixodes, one 
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each of Argas, Boophilus, Dermacentor and Rhipicephalus, and one of an unidentified species) 
occurring in Japan between 1942 and 2005. A total of 23 patients (9 males, 11 females, 3 
unknown) were reported in the literature. The patients were distributed widely in Japan except 
for the Hokkaido district. The highest incidence of cases was found in Toyama Prefecture 
(17.4%) in central Japan. The tick infestation of the reported cases most frequently occurred 
in the period from May to August, with the highest incidence being found in May (22.2%). The 
age range of patients was from 1 to 80 years of age, and the highest incidence was found in 
persons in the forties (25.0%). The most common infestation site of the patients was on the 
skin of the trunk (45.0%), and the head region (35.0%), particularly the eyelids (15.0%). The tick 
bites in the majority of the cases were principally acquired in mountainous areas.
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